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１．要約 

糖類は食品中にも含まれる有機化合物で，多くの種類が存在する。そこで化学的な性質

の違いを利用して，7 種類の糖類の判別実験を行った。ヨウ素デンプン反応，フェーリング

反応，バーフォード反応，セリワノフ反応による判別実験の結果，フルクトース，スクロ

ース，デンプンは判別することができたが，フルクトースとアラビノース，マルトースと

ラクトースは，それぞれを判別することができなかった。 
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ノフ反応 

 

２．はじめに 

 植物の光合成では，葉緑体が二酸化炭素

と水から日光を利用することで，グルコー

ス C6H12O6と酸素 O2を生成している。グル

コースが数多く結合するとデンプンとよば

れる高分子化合物ができ，種子の中に蓄え

られる。このように，グルコースやデンプ

ンは生物が生命活動を行う上で必要不可欠

な存在である。グルコースやデンプンは糖

類とよばれる有機化合物で，他にも数多く

の種類が存在する。 

これらの糖類は種類により化学的な性質

が異なるのではないかと考え，性質の違い

を利用した糖類の判別実験を行った。 

 

３．実験 

3.1 試薬 

7 種類の糖（グルコース，フルクトース，

アラビノース，スクロース，マルトース，

ラクトース，デンプン）の 1%水溶液を調

製した。実験で用いた薬品類は市販のもの

をそのまま使用した。 

3.2 検出試薬の調製 1, 2) 

(a) ヨウ素ヨウ化カリウム溶液 

ヨウ化カリウム 2.0 g を 100 mL の水にと

かし，これにヨウ素 1.0 g を溶かした。 

(b) フェーリング液 

(Ａ液)硫酸銅(Ⅱ)五水和物 7.0 g を純水

に溶かして 100 mL にした。(Ｂ液)酒石酸ナ

トリウムカリウム 35.0 g と水酸化ナトリウ

ム 10 g を水に溶かして 100 mL にした。使

用する直前にＡ液とＢ液を同体積ずつ混合

した。 

(c) バーフォード試薬 

酢酸銅(Ⅱ)一水和物 6.7 g を純水 100 mL

に溶かし，酢酸 0.90 mL を加えた。 

(d) セリワノフ試薬 

レゾルシノール 0.10 g を 4.0 mol/L 塩酸

200 mL に溶かした。 

3.3 操作 1, 2) 

(a) ヨウ素デンプン反応 

糖の水溶液を 2.0 mLずつ別々の試験管に



はかりとり，1%デンプン溶液をそれぞれ 3

滴加えた。 

(b) フェーリング反応 

糖の水溶液を 2.0 mLずつ別々の試験管に

はかりとり，フェーリング液をそれぞれ 1.0 

mL 加え，60℃の水浴で 5 分間加熱した。 

(c) バーフォード反応 

糖の水溶液を 2.0 mLずつ別々の試験管に

はかりとり，バーフォード試薬をそれぞれ

3.0 mL 加え，沸騰水浴で 5 分間加熱した（図

1 左）。 

(d) セリワノフ反応 

糖の水溶液を 2.0 mLずつ別々の試験管に

はかりとり，セリワノフ試薬をそれぞれ 3.0 

mL 加え，沸騰水浴で 3 分間加熱した（図 1

右）。 

 

４．結果と考察 

実験で用いた 7 種類の糖類のうち，単糖

類（グルコース，フルクトース，アラビノ

ース）および二糖類（スクロース，マルト

ース，ラクトース）は水によく溶けた（図

2）。一方，多糖類のデンプンは冷水に溶け

にくく，沸騰水には溶けた。 

実験(a)～(d)の結果を表 1 に示す。実験

(a)では，デンプンの構造中にヨウ素分子が

入り込むことで，デンプンのみ溶液が青紫

色に呈色した（図 3(a)）。 

実験(b)は，還元性のある糖（還元糖）で

あるかを確かめることができる。実験の結

果，スクロースとデンプン以外で赤褐色の

沈殿（酸化銅(Ⅰ)Cu2O）が生じた（図 3(b)）。

これらの糖には，還元性を示す構造（アル

デヒド基 -CHO やヒドロキシケトン基

-COCH2OH）を含まれている（図 4）。同じ

く還元糖であるかを確かめることができる

実験(c)の結果は，単糖類のみ（グルコース，

フルクトース，アラビノース）が反応し，

いずれも少量の赤色沈殿 Cu2O を生じた（図

3(c)）。この反応は，Cu2+と糖の反応の起こ

りにくさが関係しており，反応しやすい単

糖類だけが反応したものと考えられる。 

実験(d)は，分子中にケトン基＞C=O を持

つ糖（ケトース）を検出することができる。

実験の結果，フルクトースは赤褐色に，ス

クロースは赤色の溶液に変化した（図 3(d)）。

二糖類のスクロースにはケトン基が含まれ

ないが，セリワノフ試薬中の塩酸によりス

クロースが加水分解され，単糖類のグルコ

ースとフルクトース（フルクトースはケト

ン基を含む）になったため，セリワノフ反

応が起こったと考えた。 

以上の結果より，フルクトース，スクロ

ース，デンプンは判別することができた。

しかし，フルクトースとアラビノース，マ

ルトースとラクトースは判別することがで

きなかった。 

 

５．まとめ 

糖類の化学的な性質や構造の違いを利

用することで，実験で用いた 7 種類の糖類

のうち，3 種類を判別することができた。

判別できなかったグルコースとアラビノ

ース，およびマルトースとラクトースにつ

いては，これらの糖とフェニルヒドラジン

との反応（糖のカルボニル基とフェニルヒ

ドラジンとの縮合反応）により生じるオサ

ゾンの黄色結晶の形状から，糖の同定がで

きる方法が知られている 3)。実際に実験を

行ったが，結晶を作ることができず，判別

することができなかった。条件を検討して，

再度，実験を行いたい。 



フェーリング液の還元の反応では，硫酸

銅(Ⅱ)水溶液に水酸化ナトリウムを加え

ることで，溶液をアルカリ性にして実験を

行っている。しかし，実験(c)のバーフォ

ード反応では酢酸銅（Ⅱ）水溶液に酢酸を

加え，酸性の条件で操作を行う。そこで，

硫酸銅(Ⅱ)や酢酸銅，塩化銅などといった

様々な銅塩の種類の違いや，また溶液の pH

に違いによって反応性が変わるのではと

考えこれらの比較の研究を現在行ってい

るところである。 
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表 1．実験(a)～(d)の結果        (×：反応しなかった) 

糖 類 種 類 
(a)ヨウ素デ
ンプン反応 

(b)フェーリン
グ反応 

(c)バーフォ
ード反応 

(d)セリワノ 
フ反応 

グルコース 

単糖類 

× 赤褐色沈殿 赤色沈殿 × 

フルクトース × 赤褐色沈殿 赤色沈殿 赤褐色溶液 

アラビノース × 赤褐色沈殿 赤色沈殿 × 

スクロース 

二糖類 

× × 赤色溶液 × 

マルトース × 赤褐色沈殿 × × 

ラクトース × 赤褐色沈殿 × × 

デンプン 多糖類 青紫色溶液 × × × 
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図 1．実験で使用した糖（単糖類は鎖状構造で表している） 

 

 

 

 

 

 

 

図 2．バーフォード反応(左)，セリワノフ反応(右)の実験の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3．実験(a)～(d)の結果。左からグルコース，フルクトース，アラビノース，スク

ロース，マルトース，ラクトース，デンプン 
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図4．Cu2+と糖の酸化還元で反応する部分（枠内が反応する） 
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